


一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、

全
共
闘
運
動
が
燃
え
さ
か
る
中
に
、

建
築
少
年
た
ち
の
「
梁
山
泊
」
が
日
本
各
地
に
い
く
つ
も
で
き
た
。

そ
う
し
た
「
梁
山
泊
」
の
中
か
ら

世
界
に
名
を
轟
か
せ
る
建
築
家
が
育
っ
て
い
っ
た
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
建
築
家
た
ち
と
「
梁
山
泊
」
で
出
会
い
、

そ
の
活
動
を
見
続
け
て
き
た
著
者
に
よ
る
、

い
わ
ば
「
現
代
建
築
水
滸
伝
」
で
あ
る
。

Book Design : 坂 哲二（BANG! Design , inc .）
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24第 1章　永遠の建築少年――安藤忠雄25

住
吉
の
長
屋

一
〇
軒
足
ら
ず
の
住
宅
の
設
計
を
忙
し
く
こ
な
し
な
が
ら
、並
行
し
て
、「
住
吉
の
長
屋（
東
邸
）」
が
設
計
さ
れ
た（
一
九
七
六
年
）。

そ
し
て
、
こ
の
「
住
吉
の
長
屋
」
は
一
九
七
九
年
の
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
す
る
。
宮
脇
檀
の
「
松
川
ボ
ッ
ク
ス
」、
谷
口

吉
生
＋
高
宮
眞
介
の
「
資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
」
と
の
同
時
受
賞
で
あ
っ
た
。

安
藤
の
日
本
建
築
学
会
賞
受
賞
は
、
象
設
計
集
団
+
ア
ト
リ
エ
・
モ
ビ
ル
（「
名
護
市
庁
舎
」
一
九
八
一
年
）、
毛
綱
毅
曠
（「
釧

路
市
立
博
物
館
・
釧
路
市
湿
原
展
望
資
料
館
」
一
九
八
四
年
）、
長
谷
川
逸
子
（「
眉
山
ホ
ー
ル
」
一
九
八
五
年
）
に
先
立
つ
。
原
広
司
（「
田

崎
美
術
館
」
一
九
八
六
年
）、
さ
ら
に
渡
辺
豊
和
（「
龍
神
村
民
体
育
館
」
一
九
八
七
年
）
よ
り
早
い
。
翌
年
、
林
雅
子
が
「
一
連
の
住
宅
」

で
受
賞
し
て
い
る
の
に
比
す
る
と
、
た
っ
た
一
戸
の
住
宅
で
の
受
賞
は
異
例
の
評
価
と
い
っ
て
い
い
。

作
品
賞
は
、
前
年
度
「
該
当
作
品
な
し
」
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
度
も
、「
該
当
作
品
な
し
」
と
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
総

評
は
、「
作
品
賞
の
空
白
が
続
く
こ
と
に
よ
る
今
後
へ
の
影
響
が
憂
慮
さ
れ
た
結
果
、
審
査
の
方
針
を
、
作
品
そ
の
も
の
よ
り

は
、
作
品
を
生
み
出
し
た
設
計
者
の
精
神
、
考
え
方
の
可
能
性
、
制
作
態
度
を
よ
り
重
視
す
る
方
向
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

該
当
作
品
を
得
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
」（『
建
築
雑
誌
』
一
九
八
〇
年
八
月
号
）
と
い
う
。
両
年
度
の
審
査
委
員
長
は
大
江
宏
で

あ
る
。
当
時
、
彰
国
社
で
刊
行
が
企
画
さ
れ
て
い
た
新
建
築
学
大
系
第
一
巻
『
建
築
概
論
』
の
編
集
コ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

僕
は
大
江
先
生
と
頻
繁
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
。
当
時
住
ん
で
い
た
下
馬
の
ア
パ
ー
ト
が
た
ま
た
ま
先
生
の
お
宅
に
近
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
深
夜
に
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
頂
く
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。
直
接
話
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
総
合
得
点

の
高
い
」
有
力
候
補
の
「
制
作
態
度
」
は
認
め
ら
れ
な
い
、と
い
う
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
退
け
ら
れ
た
の
は
「
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
」

の
作
者
で
あ
る
。

安
藤
忠
雄
は
だ
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
こ
の
受
賞
が
安
藤
の
建
築
家
と
し
て
の
出
発
点
に
な
る
大
き
な安藤忠雄建築研究所「住吉の長屋」1976 年
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第 2章　建築の始原へ――藤森照信81

建
物
を
上
か
ら
見
る
と
、
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
で
、
異
世
界
か
ら
舞
い
降
り
た
か
の
よ
う
だ
。

建
築
の
訓
練
は
受
け
た
と
い
え
、
藤
森
の
本
領
は
建
築
史
で
あ
っ
て
、
建
築
の
プ
ロ
か
ら
見
れ
ば
素
人
で
あ
る
。
こ
の
建
築
は

お
よ
そ
洗
練
と
か
、
熟
練
と
か
か
ら
は
遠
い
。
下
手
く
そ
と
い
っ
て
も
い
い
。
し
か
し
、
出
来
上
が
っ
た
空
間
に
は
建
築
の
原

点
に
関
わ
る
迫
力
が
あ
る
。
素
朴
に
建
て
よ
、
誰
で
も
建
築
家
で
あ
り
得
る
の
だ
、
そ
ん
な
藤
森
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気

が
し
て
く
る
」12

＊

右
に
書
い
た
よ
う
に
、
一
カ
所
、
食
堂
は
「
す
ご
い
」
と
思
っ
た
。
ま
る
で
「
林
」
の
よ
う
に
柱
が
「
自
在
」
に
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
は
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
「
疑
い
」
も
瞬
時
に
持
っ
た
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
一
々

気
に
な
っ
た
。
バ
ッ
ト
レ
ス
が
飛
び
出
し
て
、
た
だ
の
光
庭
と
化
し
た
空
間
に
は
心
底
首
を
傾
げ
た
。
構
造
分
野
を
代
表
す
る

委
員
で
あ
っ
た
渡
辺
邦
夫
さ
ん
が
、
こ
れ
は
二
〇
年
た
っ
た
ら
「
バ
ラ
ン
バ
ラ
ン
に
な
る
」
と
い
っ
た
の
が
、
ず
し
り
と
僕
の

評
価
に
効
い
た
。

賞
と
い
う
も
の
に
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
熊
本
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で

あ
る
こ
と
を
最
大
限
考
慮
し
て
一
票
を
投
じ
た
。
当
然
、
協
働
設
計
者
（
藤
森
照
信
＋
入
江
雅
昭
＋
柴
田
真
秀
＋
西
山
英
夫
共
同
体
）

の
役
割
を
大
き
く
評
価
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
賞
者
は
藤
森
ひ
と
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
経
緯
は
省
く
が
、

不
満
で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
に
総
評
を
書
い
た
。

「
最
終
判
断
に
は
委
員
会
全
体
の
あ
る
種
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
い
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
妥
当
な
選
考
で

あ
っ
た
。

た
だ
個
人
的
評
価
は
異
な
る
。
第
一
次
選
考
で
残
っ
た
八
作
品
の
中
で
最
後
ま
で
押
し
た
の
は
團
紀
彦
の
『
上
林
暁
文
学
記

念
館
』、
横
内
敏
人
の
『
三
方
町
縄
文
博
物
館
』、
松
永
安
光
の
『
中
島
ガ
ー
デ
ン
』
の
三
作
品
で
あ
る
。
前
二
作
品
は
第
一
次

次頁：
藤森照信＋入江雅昭＋柴田真秀＋ 西山英夫「熊本県立農業大学校学生寮」2000 年
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92第 3章　かたちの永久革命――伊東豊雄93

そ
の
命
名
に
時
代
の
雰
囲
気
と
伊
東
の
意
気
込

み
が
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
都
市
住
宅
』

誌
上
で
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
ア
ル
ミ
の
家
」（
一
九
七
一

年
）
は
鮮
烈
で
あ
っ
た
―
繰
り
返
し
書
く
け
ど
、

僕
ら
の
学
生
時
代
の
『
都
市
住
宅
』
は
実
に
刺

激
的
だ
っ
た
―
。
し
か
し
、「
千
ケ
滝
の
山
荘
」

（
一
九
七
四
年
）
を
経
て
次
の
飛
躍
の
ス
テ
ッ
プ
と

な
る
「
中
野
本
町
の
家
」（
一
九
七
六
年
）
ま
で
、

ク
ロ
ニ
ク
ル
に
は
空
白
が
あ
る
。

独
立
し
て
事
務
所
設
立
ま
で
、
伊
東
豊
雄
は
、

東
京
大
学
吉
武
研
究
室
の
研
究
生
と
な
っ
て
い

る
。
け
れ
ど
も
、
当
時
の
東
大
建
築
学
科
は
「
設

計
」
ど
こ
ろ
か
「
研
究
」
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
年
の
一
月
、「
安
田
講
堂
」
が
「
落
城
」
し
、

「
東
大
闘
争
」
は
終
息
に
向
か
い
だ
す
こ
と
に
な

る
が
、
誰
も
予
測
で
き
な
い
混
乱
が
続
い
て
い
た

の
で
あ
る
。当
時
、吉
武
研
究
室
で
は
、「
設
計
」「
研

究
」
の
根
底
が
問
わ
れ
て
お
り
、
研
究
室
を
ベ
ー

ス
に
行
っ
て
き
た
設
計
活
動
そ
の
も
の
が
批
判
（
産
学
協
同
批
判
）
に
晒
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
産
学
連
携
を
う
た

う
昨
今
の
大
学
を
め
ぐ
る
状
況
に
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。
僕
は
、
一
九
七
一
年
に
卒
論
生
と
し
て
吉
武
研
究
室
に
配
属
さ
れ
た

か
ら
す
れ
違
い
で
あ
る
が
、
伊
東
豊
雄
の
後
輩
に
な
る
。
最
初
に
会
っ
て
吉
武
研
究
室
に
在
籍
し
た
当
時
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ

た
が
、
実
は
、
石
井
和
紘
の
「
直
島
小
学
校
」（
一
九
七
〇
年
）
を
手
伝
っ
た
の
だ
と
い
う
。「
直
島
小
学
校
」
の
設
計
を
頼
ま
れ

て
い
た
吉
武
先
生
は
、
担
当
者
の
造
反
に
困
り
果
て
る
が
、
や
む
な
く
、
設
計
作
業
を
若
い
石
井
和
紘
、
難
波
和
彦
に
委
ね

る
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
研
究
生
と
し
て
戻
っ
て
き
た
伊
東
豊
雄
に
「
面
倒
を
見
て
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
一
九
七
三
年
）
が
来
る
。

日
本
列
島
が
パ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
イ
ラ
ン
革
命
（
一
九
七
八
〜
七
九
年
）
で
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
、

一
九
七
〇
年
代
は
若
い
建
築
家
に
と
っ
て
バ
ブ
ル
世
代
に
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

伊
東
は
独
立
以
降
、
実
現
す
る
作
品
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
け
れ
ど
毎
日
製
図
板
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
事
務
所
を
開
い

て
二
、三
年
も
す
る
と
、
親
戚
や
友
人
の
伝
手
で
仕
事
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
「
よ
う
や
く
ス
タ
ッ
フ
に
ボ
ー
ナ
ス
を

払
え
る
か
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
夜
の
夢
に
終
わ
っ
た
」
の
で
あ
る
。

議
論
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
不
況
に
な
れ
ば
「
建
築
運
動
」
が
起
こ
る
と
い
う
が
、
仕
事
は
な
く
て
も
考
え
る
こ
と
は
で

き
る
。「
近
代
の
呪
縛
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
う
し
た
議
論
の
ひ
と
つ
の
場
で
あ
っ
た
。

「
何
処
か
で
建
築
家
達
の
集
ま
り
が
あ
り
、
二
次
会
と
な
る
と
、
同
世
代
の
顔
ぶ
れ
が
自
然
に
十
名
ば
か
り
飲
み
屋
の
テ
ー

ブ
ル
を
囲
む
こ
と
に
な
る
。
…
…
最
近
の
建
築
雑
誌
の
話
題
作
に
関
す
る
批
評
、
と
言
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
は
悪
口
雑
言
、
身
近

な
建
築
家
達
の
噂
話
に
始
ま
り
、
少
々
酒
が
廻
り
出
す
と
、
同
席
し
て
い
る
者
相
互
の
間
に
ジ
ャ
ブ
が
飛
び
交
う
。
正
確
な
ス

伊東豊雄「中野本町
の家」1976 年
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176第 5章　セルフビルドの世界――石山修武177 次頁：石山修武＋小須田広利「開拓者の家」1986 年

に
し
て
も
、
地
球
大
の
建
築
思
想
が
あ
る
。
石
山
が
深
く
二
人
の
建
築
思
想
に
共
鳴
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
提
案
す
る
位
相
と
石
山
が
出
発
し
よ
う
と
し
た
位
相
と
の
間
に
は
、
産
業
社
会
に
対
す
る
期

待
や
信
頼
に
お
い
て
大
き
な
ず
れ
が
あ
っ
た
。

石
山
は
、
振
り
返
っ
て
、「
僕
は
や
っ
ぱ
り
川
合
健
二
、
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
…
…
流
れ
と
し
た
ら
そ
う
い
う
人
た

ち
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
…
…
そ
う
い
う
人
た
ち
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
時
々
表
現
と
い
う
演
技
は
し
て
見

せ
る
ゾ
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
」（『
石
山
修
武
考
え
る
、
動
く
、
建
築
が
変
わ
る
―
ひ
ろ
し
ま
、
生
活
、
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

T
O
T
O
出
版
、
一
九
九
九
年
）
と
い
う
。

果
た
し
て
、
石
山
の
や
っ
て
き
た
の
は
「
表
現
と
い
う
演
技
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
さ
な
家
の
設
計
は
可
能
か
？

石
山
修
武
の
初
心
、「
建
築（
住
宅
）理
論
」の
核
は
、『「
秋
葉
原
」感
覚
で
住
宅
を
考
え
る
』に
最
も
シ
ャ
ー
プ
に
示
さ
れ
て
い
る
、

と
思
う
。
そ
の
冒
頭
で
、「
小
さ
な
家
の
設
計
は
可
能
か
？
」（『「
秋
葉
原
」
感
覚
で
住
宅
を
考
え
る
』
三
〇
〜
三
五
頁
）
と
石
山
修
武

は
問
う
。
そ
し
て
、「
建
築
家
は
無
力
で
あ
る
」
と
書
き
、「
建
築
家
は
無
力
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
書
く
。
ど
う
い
う
こ

と
か
。『
住
宅
道
楽
―
自
分
の
家
は
自
分
で
建
て
る
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、一
九
九
七
年
）
に
は
、「
住
宅
建
築
家
宣
言
」
が
あ
り
、

「
小
住
宅
の
可
能
性
」
を
問
う
論
考
と
と
も
に
、「
世
田
谷
村
」
へ
至
る
住
宅
設
計
の
悪
戦
苦
闘
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
ま
も
な
く
、
す
べ
て
の
「
建
築
家
」
に
と
っ
て
共
通
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
は
「
住
宅
」
で
あ
っ
た
。
四
二
〇
万
戸

の
住
宅
が
不
足
す
る
中
で
、
住
宅
建
設
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
課
題
に
対
し
て
、
建
築
家
た
ち
が
と
ろ

う
と
し
た
方
法
に
は
い
く
つ
か
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
の
帰
趨
に
つ
い
て
は『
戦
後
建
築
論
ノ
ー
ト
』
に
譲
る
が
、
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ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
が
集
中
す
る
の
が
「
新
し
い
村
」
で
あ
る
。
首
都
圏
の
町
と
は
い
え
、
江
戸

時
代
に
「
ほ
っ
つ
け
（
掘
上
げ
）
田
」（
新
田
開
発
）
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
市
街
地
の
近
く
に
位
置
し
な
が
ら
未
だ

に
か
つ
て
の
農
村
風
景
を
残
し
て
い
る
。
ほ
っ
つ
け
の
再
生
と
森
の
拡
充
が
「
新
し
い
村
」
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。

社
区
総
体
営
造

前
述
の
よ
う
に
、
台
湾
で
の
仕
事
も
、
郭
中
端
と
い
う
吉
阪
研
究
室
の
か
つ
て
の
メ
ン
バ
ー
を
通
じ
て
の
縁
で
あ

る
。「
冬ト

ン

山サ
ン

河フ
ォ
ウ

親
水
公
園
」
以
降
、
宜イ

ー
ラ
ン蘭

で
行
政
官
庁
中
心
の
建
築
を
次
々
に
設
計
し
て
き
た
こ
と
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
象
設
計
集
団
の
台
湾
事
務
所
に
は
い
ま
で
は
、
か
な
り
の
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
東
京
事
務
所

と
と
も
に
、
南
北
か
ら
日
本
を
挟
撃
す
る
鮮
や
か
な
シ
フ
ト
を
敷
い
て
い
る
こ
と
も
、
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

台
湾
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
通
い
始
め
て
（
一
九
七
九
年
）
以
降
、
そ
の
行
き
帰
り
に
度
々
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
李
登
輝

が
初
代
総
統
に
選
ば
れ
た
時
も
、
再
選
の
時
も
、
さ
ら
に
民
進
党
の
陳
水
扁
が
総
統
に
な
っ
た
選
挙
の
時
も
一
九
九
九
年
の
九・

二
一
集
集
大
地
震
の
調
査
で
台
湾
に
い
た
。
だ
か
ら
、
台
湾
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
よ
く
知
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。も
と
も
と
移
民
社
会
で
あ
り
、し
か
も
国
民
党
の
相
互
監
視
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
存
在
し
な
い
に
等
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

三
八
年
間
続
い
て
い
た
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
一
九
八
七
年
に
象
設
計
集
団
の
宜
蘭
行
き
も
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
翌

年
蔣
経
国
が
死
去
し
、
李
登
輝
副
総
統
が
本
省
人
と
し
て
初
め
て
総
統
に
就
任
し
て
以
降
、
社
会
の
基
礎
と
し
て
の
地
域
社

会
の
構
築
（
再
建
）
を
目
標
に
掲
げ
、
運
動
の
先
鞭
を
付
け
た
の
は
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
の
陳
其
南
で
あ
る
。
彼
の
発
案
、

主
導
の
も
と
に
開
始
さ
れ
た
の
が
「
社
区
総
体
営
造
」
運
動
（
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
並
行
し
て
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
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